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民
法
176
条
の
意
義
と
所
有
権
留
保
の
解
釈
の
関
係田　

村　

耕　

一

は
じ
め
に

一　

ス
イ
ス
法
の
規
定
と
学
説

二　

所
有
権
移
転
時
期
の
議
論
と
所
有
権
留
保
の
解
釈
の
関
係

三　

分
析
と
検
討

お
わ
り
には

じ
め
に

　

民
法
176
条
は
、「
物
権
の
設
定
及
び
移
転
は
、
当
事
者
の
意
思
表
示
の
み
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
力
を
生
ず
る
」
と
定
め
る
。
こ
の
176
条

は
物
権
変
動
に
向
け
た
確
定
的
な
意
思
さ
え
あ
れ
ば
よ
く
、
そ
れ
以
外
の
要
件
は
一
切
不
要
と
す
る
条
文
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
原
則
は
移
転
時
期
を
合
意
で
定
め
る
こ
と
は
自
由
に
可
能
で
あ
り
、
特
に
具
体
的
基
準
を
定
め
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
解
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
つ
ま
り
176
条
は
補
充
規
定
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

１
）。

そ
し
て
、
物
権
変
動
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
大
別
す

る
と
、
契
約
時
移
転
説
（
債
権
行
為
時
説
）、
物
権
行
為
時
説
、
有
償
性
説
、
段
階
的
移
転
説
（
な
し
崩
し
的
移
転
説
）
が
あ
る
。
し
か
し
、

本
稿
が
問
題
視
し
た
い
の
は
、
原
則
と
し
て
基
準
を
自
由
に
決
め
ら
れ
る
（
以
下
、「
自
由
な
基
準
合
意
」
と
い
う
）、
と
の
意
味
で
あ
る
。
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自
由
な
基
準
合
意
は
、
176
条
が
補
充
規
定
で
あ
れ
ば
、
文
字
ど
お
り
完
全
な
意
味
で
の
自
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
、
非
典
型

担
保
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
「
本
来
移
転
す
る
所
有
権
を
代
金
完
済
ま
で
留
保
す
る
（
所
有
権
留
保
）」
と
い
う
表
現
は
、
176
条
を
補
充
規

定
と
解
す
る
こ
と
と
整
合
し
な
い（

２
）。

所
有
権
留
保
と
い
う
表
現
が
成
立
す
る
に
は
、
176
条
は
物
権
法
の
規
定
で
あ
り
、（
あ
る
程
度
の
）

強
行
性
又
は
前
提
と
し
て
の
基
準
と
し
て
の
意
味
を
持
ち
、
自
由
な
基
準
合
意
は
176
条
を
前
提
と
し
て
整
合
的
な
合
意
解
釈
を
し
た
結
果

と
な
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
原
則
と
し
て
自
由
と
い
う
意
味
は
、
基
準
自
体
を
自
由
に
定
め
る
合
意
な
の
か
、
基
準
を
自
由
に
変
更

す
る
合
意
な
の
か
、が
問
題
と
な
る
（
後
者
で
あ
っ
て
も
基
準
は
一
つ
と
定
る
が
前
者
と
は
構
造
が
異
な
る
点
を
問
題
視
す
る
の
で
あ
る
）。

　

本
稿
の
こ
の
視
点
は
、
所
有
権
留
保
に
関
し
て
ス
イ
ス
法
の
規
定
に
触
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ス
イ
ス
法
で
は
、
動
産
の
所

有
権
移
転
は
引
渡
時
を
基
準
と
し
、
そ
の
上
で
の
所
有
権
留
保
を
規
定
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
初
め
か
ら
所
有
権
が
特
例
と
し
て
留
保
さ

れ
る
の
か
、
又
は
、
所
有
権
が
一
端
買
主
に
移
転
し
た
上
で
復
帰
す
る
の
か
は
、
法
律
に
よ
る
基
準
と
基
準
に
関
す
る
合
意
の
関
係
の
理

解
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
。

　

さ
ら
に
、
わ
が
国
の
所
有
権
留
保
に
関
す
る
考
察
で
は
、
譲
渡
担
保
の
発
想
を
類
推
す
る
と
い
う
手
法
で
、
担
保
権
的
に
扱
う
又
は
効

力
を
認
め
れ
ば
よ
い
と
い
う
担
保
権
的
な
理
解
（
以
下
、「
担
保
権
的
構
成
」
と
い
う
）
が
多
く
見
ら
れ
る（

３
）。

し
か
し
、
出
発
点
で
あ
る

代
金
完
済
前
の
買
主
へ
の
所
有
権
移
転
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
全
く
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
自
体
が
、「
代
金
を
完
済
し
た

と
き
に
所
有
権
が
移
転
す
る
」
と
い
う
自
由
な
基
準
合
意
に
つ
き
、
契
約
時
、
引
渡
時
、
又
は
一
回
目
の
代
金
支
払
が
所
与
と
し
て
の
「
法

的
な
所
有
権
移
転
時
」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
解
さ
れ
る
（
単
に
売
主
を
融
資
者
と
同
視
す
べ
き
と
の
判
断
に
よ
る

と
し
て
も
事
態
は
変
ら
な
い
）。
さ
ら
に
、
担
保
権
的
構
成
に
お
い
て
所
有
権
移
転
と
の
関
係
が
検
討
さ
れ
な
い
理
由
が
「
代
金
を
完
済

し
た
と
き
に
所
有
権
が
移
転
す
る
」
と
は
担
保
権
を
設
定
す
る
合
意
で
あ
り
所
有
権
移
転
と
は
無
関
係
で
あ
る
か
ら
だ
と
し
て
も
、
現
行

法
制
度
か
ら
可
能
な
ど
の
よ
う
な
担
保
権
が
成
立
し
て
い
る
の
か
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
「
構
成
」
と
は
言
い
難
い
。
担
保
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権
的
に
扱
え
ば
良
い
と
い
う
の
で
は
、
単
な
る
指
針
に
過
ぎ
な
い
。

　

以
上
か
ら
、
本
稿
で
は
、
物
権
変
動
が
意
思
表
示
に
よ
る
効
果
と
し
て
生
じ
る
と
い
う
意
思
主
義
か
ら
、
所
有
権
留
保
に
関
す
る
担
保

権
的
構
成
が
成
立
し
得
る
か
否
か
を
検
証
す
る
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
ス
イ
ス
法
の
規
定
を
概
観
し
（
一
）、
次
に
所
有
権
移
転
時
期
に

関
す
る
説
に
お
い
て
担
保
権
的
構
成
が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
を
検
討
し
（
二
）、
最
後
に
担
保
権
と
し
て
構
成
可
能
か
否
か
を
検
証

す
る
（
三
）。

　

な
お
、
本
稿
は
、
拙
稿
「
動
産
売
買
先
取
特
権
と
所
有
権
留
保
の
関
係
に
関
す
る
理
論
的
考
察
」
広
島
法
学
41
巻
２
号
１
頁
の
一
部
に

つ
き
更
に
考
察
を
具
体
的
に
進
め
た
も
の
で
あ
る（

４
）。

ま
た
、
ス
イ
ス
法
に
お
け
る
所
有
権
留
保
は
登
録
制
度
と
い
う
注
目
す
べ
き
側
面
が

あ
る
。
執
行
等
も
含
め
ス
イ
ス
法
の
登
録
制
度
に
つ
い
て
は
同
時
期
に
公
刊
さ
れ
る
熊
本
法
学
148
号
の
別
稿
を
参
照
頂
き
た
い
。

一　

ス
イ
ス
法
の
規
定
と
学
説

　

ス
イ
ス
民
法
典
（
Ｚ
Ｇ
Ｂ
）
の
編
成
は
次
の
と
お
り（

５
）。

　
　

導
入
（Einleitung;A

rt. 1-10

）

　
　

第
一
編　

人
に
関
す
る
法
（Personenrecht;A

rt. 11-89
）

　
　

第
二
編　

家
族
法
（Fam

ilienrecht;A
rt. 90-456

）

　
　

第
三
編　

相
続
法
（Erbrecht;A

rt. 457-640

）

　
　

第
四
編　

物
権
（Sachenrecht;A

rt. 641-977

）

　

物
権
編
は
、
第
一
章
（
Ｚ
Ｇ
Ｂ
641
条
以
下
）「
所
有
権
」、
第
18
節
「
総
則
」、
第
19
節
「
不
動
産
所
有
権
」、
第
20
節
「
動
産
所
有
権
」、

第
二
章
（
Ｚ
Ｇ
Ｂ
730
条
以
下
）「
制
限
物
権
」、
第
21
節
「
役
権
及
び
土
地
債
務
」、
第
22
節
「
不
動
産
質
」、
第
23
節
「
動
産
質
」、
第
三
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章
（
Ｚ
Ｇ
Ｂ
919
条
以
下
）「
占
有
及
び
不
動
産
登
記
」、第
24
節
「
占
有
」、第
25
節
「
不
動
産
登
記
」
で
あ
る
。
第
20
節
の
動
産
所
有
権
は
、

Ｚ
Ｇ
Ｂ
713
条
（
目
的
物
）
か
ら
始
り
、
Ｚ
Ｇ
Ｂ
714
条
（
引
渡
）
１
項
は
「
動
産
所
有
権
を
移
転
す
る
に
は
、
譲
受
人
へ
の
占
有
の
移
転
が

必
要
で
あ
る
。」
と
定
め
、
２
項
は
い
わ
ゆ
る
即
時
取
得
を
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
次
の
Ｚ
Ｇ
Ｂ
715
条
で
「
譲
受
人
に
引
渡
さ
れ
た
動

産
に
関
す
る
所
有
権
の
留
保
は
、
居
住
地
の
債
権
回
収
事
務
所
（B

etreibungsbeam
ten （

６
））

が
備
付
け
る
公
的
な
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
た
と

き
に
の
み
効
力
を
有
す
る
。
家
畜
の
取
引
に
つ
い
て
は
、
所
有
権
留
保
は
適
用
し
な
い
。」
と
し
、
Ｚ
Ｇ
Ｂ
716
条
は
、「
所
有
権
留
保
付
で

引
渡
さ
れ
た
目
的
物
に
つ
き
、
所
有
者
は
、
譲
受
人
が
支
払
っ
た
額
か
ら
相
当
な
賃
料
及
び
損
耗
に
対
す
る
補
償
を
差
し
引
い
て
返
還
す

る
と
い
う
条
件
で
の
み
、
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
し
て
所
有
権
留
保
に
つ
き
二
箇
条
の
規
定
を
有
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

次
の
Ｚ
Ｇ
Ｂ
717
条
（
占
有
な
し
の
取
得
）
は
、「
特
別
な
法
的
関
係
の
結
果
と
し
て
譲
渡
人
に
物
が
留
ま
る
場
合
に
お
い
て
、
占
有
質
の

規
定
の
弱
体
化
又
は
回
避
が
目
論
ま
れ
て
い
る
と
き
は
、所
有
権
の
移
転
は
、第
三
者
に
対
し
て
効
力
を
有
し
な
い
。」
と
し
て
い
る
た
め
、

所
有
権
留
保
が
例
外
的
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
分
る
。

　

Ｚ
Ｇ
Ｂ
715
条
は
、
規
定
位
置
か
ら
、
占
有
を
移
転
し
て
も
売
主
は
所
有
者
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
規
定
と
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
し
て
、
多
数
説
は
、
売
主
は
目
的
物
の
占
有
移
転
後
も
所
有
の
意
思
を
持
ち
、
所
有
権
が
帰
属
す
る
と
解
し
な
い
と
売
主
は
他

の
債
権
者
と
の
関
係
で
保
護
さ
れ
な
い
と
し
て
、
ド
イ
ツ
民
法
同
様
に
停
止
条
件
付
所
有
権
移
転
と
解
し
て
い
る
。
Ｚ
Ｇ
Ｂ
で
は
、
引
渡

に
よ
る
所
有
権
移
転
が
原
則
で
あ
り
、
所
有
権
留
保
で
は
引
渡
し
た
後
に
登
録
さ
れ
る
の
で
、
ま
ず
、
買
主
に
所
有
権
が
移
転
し
、
登
録

に
よ
っ
て
占
有
の
外
観
を
変
更
す
る
こ
と
な
し
に
再
び
売
主
に
所
有
権
が
復
帰
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、「
所
有
権
の
留
保
は
、…
登
録
し
た
と
き
に
の
み
効
力
を
有
す
る
」
と
い
う
Ｚ
Ｇ
Ｂ
715
条
の
文
言
は
設
権
的
効
果
で
あ
る
さ
れ
、

判
例
も
設
権
的
効
果
を
採
っ
て
い
る（

７
）。

　

し
か
し
、設
権
的
効
果
で
あ
れ
ば
、例
え
ば
、引
渡
と
同
時
に
登
録
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、引
渡
の
原
則
で
所
有
権
が
買
主
に
移
転
す
る
。
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そ
し
て
、
そ
の
後
の
登
録
に
よ
っ
て
、
所
有
権
が
売
主
に
復
帰
す
る
。
さ
ら
に
、
反
対
給
付
が
完
全
に
履
行
さ
れ
た
と
き
は
所
有
権
は
買

主
に
再
び
移
転
す
る
。
つ
ま
り
、
登
録
に
よ
っ
て
所
有
権
留
保
が
効
力
を
有
す
る
た
め
、
原
則
は
解
除
条
件
と
し
て
実
施
さ
れ
、
登
録
の

効
果
に
よ
っ
て
所
有
権
が
復
帰
す
る
と
、
解
除
条
件
が
停
止
条
件
と
な
り
効
力
を
有
す
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
が
、
有
力
説

で
あ
る
解
除
条
件
説
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
買
主
が
住
所
地
を
変
更
し
た
と
き
は
所
有
権
留
保
は
登
録
が
意
味
を
失
う
た
め
消
滅
す
る

が
、
三
ヶ
月
間
は
再
登
録
で
更
新
可
能
と
す
る
規
定（

８
）と

も
整
合
性
が
と
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
解
除
条
件
と
す
る
立
場
は
所

有
権
の
復
帰
の
確
保
で
は
な
く
債
権
の
担
保
と
の
理
解
に
整
合
的
と
さ
れ
て
い
る（

９
）。

　

ス
イ
ス
法
の
子
細
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
参
照
頂
く
と
し
て
、
本
稿
で
意
識
す
べ
き
と
考
え
る
の
は
、
法
の
定
め
る
基
準
と
そ
れ
に
関

す
る
合
意
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
べ
き
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
ス
イ
ス
法
で
は
、
所
有
権
移
転
に
関
す
る
基
準
自
体
は
確
立
し

た
基
準
で
あ
り
、
そ
の
基
準
を
変
更
す
る
合
意
の
内
、
特
に
所
有
権
留
保
に
限
っ
て
登
録
の
下
で
特
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
扱
い
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
と
り
わ
け
登
録
さ
れ
な
い
場
合
も
視
野
に
入
れ
る
と
論
理
的
に
整
合
す
る
理
解
は
、
登
録
に
よ
っ
て
停
止
条
件
に

な
る
と
し
て
も
、
本
質
を
解
除
条
件
と
す
る
見
解
で
あ
ろ
う
。
解
除
条
件
説
の
方
が
、
法
律
の
基
準
と
特
別
扱
い
の
基
準
と
い
う
二
つ
の

基
準
を
正
確
に
反
映
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

二　

所
有
権
移
転
時
期
の
議
論
と
所
有
権
留
保
の
解
釈
の
関
係

　

ス
イ
ス
法
と
比
較
し
た
場
合
、
わ
が
国
で
は
、
所
有
権
移
転
に
関
す
る
基
準
の
性
質
（
強
固
さ
、
物
権
性
）
は
曖
昧
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

以
下
で
は
、「
自
由
な
基
準
合
意
」
の
意
味
と
し
て
、
176
条
は
補
充
規
定
で
あ
り
合
意
だ
け
が
基
準
と
し
て
存
在
す
る
立
場
、
一
応
の
基

準
が
あ
っ
た
上
で
、
そ
れ
を
変
更
す
る
合
意
（
結
論
と
し
て
は
変
更
後
の
基
準
の
み
）
に
関
し
て
、
契
約
時
移
転
説
（
債
権
行
為
時
説
）、

物
権
行
為
時
説
、
有
償
性
説
、
段
階
的
移
転
説
（
な
し
崩
し
的
移
転
説
）
の
立
場
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。
検
討
に
お
い
て
は
、
担
保
と
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し
て
の
所
有
権
留
保
で
あ
る
か
ら
、
所
有
権
移
転
に
関
す
る
合
意
部
分
（
以
下
、「
所
有
権
留
保
部
分
」
と
い
う
）
だ
け
で
な
く
、
売
却

し
た
目
的
物
を
弁
済
に
充
て
る
と
い
う
合
意
部
分
（
以
下
、「
目
的
物
に
よ
る
弁
済
部
分
」
と
い
う
）
も
加
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

比
較
対
象
と
し
て
完
全
な
所
有
権
が
売
主
に
留
保
さ
れ
る
と
解
す
る
場
合
（
以
下
、「
所
有
権
的
構
成
」
と
い
う
）
も
挙
げ
る）

10
（

。
な
お
、

物
権
変
動
の
移
転
時
期
及
び
所
有
権
留
保
の
観
点
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
の
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
以
下
は
筆
者
に

よ
る
独
自
の
検
討
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
す
る
。

（一）
基
準
自
体
を
定
め
る
合
意

　

基
準
自
体
の
自
由
な
設
定
で
あ
る
か
ら
、
所
有
権
留
保
の
文
言
ど
お
り
に
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

①
所
有
権
的
構
成　
　

完
済
時
に
所
有
権
の
移
転
が
起
る
。
形
式
的
に
は
所
有
権
移
転
時
期
の
基
準
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
実
務
で
会
計

上
行
わ
れ
て
い
る
、
例
え
ば
月
末
締
翌
月
10
日
払
に
お
い
て
代
金
支
払
時
に
所
有
権
が
移
転
す
る
、
と
い
う
場
合
と
の
区
別
は
、
目
的
物

に
よ
る
弁
済
部
分
が
あ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

②
担
保
権
的
構
成　
　

ま
ず
、
特
約
で
は
な
く
所
有
権
移
転
の
基
準
の
合
意
と
し
て
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
担
保
と
し
て
所

有
権
を
留
保
す
る
と
の
文
言
の
意
味
は
、
論
理
的
に
対
偶
を
と
っ
て
、「
所
有
権
が
移
転
し
な
い
の
は
代
金
が
完
済
さ
れ
な
い
と
き
」
と

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
解
除
条
件
（
失
権
条
項
）
を
意
味
す
る
。

　

こ
の
立
場
に
よ
る
と
、
解
除
の
た
め
の
期
間
設
置
及
び
解
除
の
意
思
表
示
が
不
要
で
あ
り
、
買
主
の
不
履
行
事
実
で
直
ち
に
解
除
さ
れ

て
売
主
に
所
有
権
が
帰
属
す
る
。
即
ち
、
売
主
は
、
不
履
行
事
実
が
あ
れ
ば
直
ち
に
第
三
者
に
対
し
て
所
有
権
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き

る
地
位
に
あ
る
。
こ
の
法
的
地
位
を
相
殺
と
同
様
に
担
保
権
的
と
把
握
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
目
的
物
に
よ
る
弁

済
部
分
は
、
以
下
で
述
べ
る
他
の
構
成
が
代
物
弁
済
と
な
る
の
に
対
し
、
解
除
に
よ
る
処
理
を
表
し
た
も
の
と
解
す
る
の
が
整
合
的
で
あ
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ろ
う
。

（二）
契
約
時
移
転
説

　

所
有
権
留
保
は
、
基
準
を
変
更
す
る
特
約
と
し
て
の
合
意
で
あ
る
か
ら
、
基
準
を
排
斥
又
は
両
立
す
る
解
釈
と
な
る
。
権
利
変
動
に
関

す
る
意
思
を
基
準
と
す
る
た
め
、
担
保
権
的
構
成
に
つ
い
て
は
、
所
有
権
を
移
転
さ
せ
る
意
思
と
は
別
の
担
保
権
の
設
定
と
い
う
物
権
的

な
意
思
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
に
な
る
。

①
所
有
権
的
構
成　
　

完
済
時
に
所
有
権
の
移
転
が
起
こ
る
。
移
転
時
期
を
基
準
よ
り
遅
ら
せ
る
合
意
で
あ
る
。

②
担
保
権
的
構
成　
　

売
買
自
体
に
向
け
ら
れ
た
意
思
に
基
づ
き
所
有
権
が
移
転
す
る
。
そ
の
上
で
、
特
約
と
し
て
の
所
有
権
留
保
部
分

は
、
（一）
で
述
べ
た
解
除
条
件
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
本
来
は
債
権
回
収
の
た
め
の
手
段
を
講
じ
る
合
意
で
あ
る
か
ら
、
よ

り
積
極
的
な
担
保
権
を
確
保
す
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
れ
ば
、
目
的
物
に
よ
る
弁
済
部
分
の
単
純
な
代
物
弁
済
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
担

保
権
的
構
成
と
し
て
は
、「
売
主
は
所
有
権
と
同
等
の
効
力
を
有
す
る
（
設
定
す
る
）」
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
な
構
成
が
あ
り
得
る
の
か
。

　

ま
ず
、
一
端
は
移
転
し
た
所
有
権
を
再
度
保
持
す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
れ
ば
信
託
的
な
意
味
で
の
譲
渡
担
保
の
設
定
と
解
す
る
余
地

が
あ
る
。
先
取
特
権
を
有
す
る
わ
が
国
で
は
、
売
主
は
既
に
担
保
権
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
売
買
代
金
債
権
の
確
保
の
た
め
の

合
意
と
し
て
の
譲
渡
担
保
で
は
所
有
権
移
転
と
し
て
解
す
る
の
は
整
合
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
担
保
権
的
構
成
を
主
張
す
る
見

解
は
、
譲
渡
担
保
を
担
保
権
と
解
し
、
そ
の
類
推
と
い
う
手
法
を
採
る
た
め
、
こ
の
理
解
は
容
れ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
以

下
で
は
信
託
的
な
譲
渡
担
保
に
つ
い
て
は
検
討
し
な
い
。

　

次
に
、
所
有
権
を
移
転
さ
せ
た
上
で
、
優
先
弁
済
的
効
力
を
確
保
す
る
物
権
的
な
意
思
と
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
所
有
権
留
保
部
分
の
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意
味
は
最
低
限
は
先
取
特
権
の
確
認
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
目
的
物
に
よ
る
弁
済
部
分
は
、
先
取
特
権
の
私
的
実
行
の
合
意
と
な
る
。
具

体
的
に
は
先
取
特
権
の
目
的
物
に
よ
る
代
物
弁
済
の
当
否
で
あ
り
、
次
の
（三）
で
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

　

そ
し
て
、
質
権
の
設
定
が
あ
り
得
る
。
ま
ず
契
約
で
買
主
に
所
有
権
が
移
転
し
、
そ
の
後
の
質
権
設
定
よ
り
後
又
は
同
時
に
買
主
に
目

的
物
が
引
渡
さ
れ
る
た
め
、
設
定
者
（
買
主
）
の
元
で
の
占
有
改
定
に
よ
る
質
権
設
定
と
は
異
な
る
。
む
し
ろ
、
質
権
設
定
後
の
設
定
者

へ
の
質
物
の
返
還
と
な
る
（
以
下
、「
非
占
有
質
権
」
と
い
う
）。
仮
に
、
非
占
有
質
権
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
対
抗
力
が
な
い
た

め
買
主
に
よ
る
処
分
や
買
主
の
債
権
者
に
よ
る
執
行
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
他
の
債
権
者
と
の
関
係
は
、
先
取
特
権

の
効
果
を
主
張
す
れ
ば
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
つ
の
制
度
の
組
合
わ
せ
で
優
先
弁
済
を
確
保
す
る
の
は
奇
異
に
映
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
債
権
者
代
位
権
と
相
殺
の
組
合
わ
せ
で
優
先
弁
済
を
確
保
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
質
権
と
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
引
渡
が
絡

む
た
め
、
質
権
も
次
の
（三）
で
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

（三）
物
権
行
為
時
説
、
有
償
性
説

　

両
説
は
外
部
的
な
徴
表
で
決
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
た
め
、
以
下
で
は
、
可
能
性
の
あ
る
引
渡
及
び
代
金
支
払
（
一
部
払
と
完
済
）

の
点
か
ら
、
検
討
す
る
。

１　

引
渡
を
基
準
と
す
る

　

引
渡
を
基
準
と
す
る
た
め
、
引
渡
に
関
す
る
合
意
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
に
な
る
。

①
所
有
権
的
構
成　
　

引
渡
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
所
有
権
が
留
保
さ
れ
る
。
移
転
時
期
を
基
準
よ
り
遅
ら
せ
る
合
意
で
あ
る
。

②
担
保
権
的
構
成　
　

引
渡
に
よ
り
所
有
権
の
移
転
が
起
る
。
引
渡
を
基
準
と
す
る
の
は
支
配
や
公
示
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
所
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有
権
が
移
転
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
所
有
権
を
留
保
す
る
と
い
う
文
言
は
、「
売
主
は
所
有
権
と
同
等
の
効
力
を
有
す
る
（
設
定
す
る
）」

と
の
解
釈
と
し
て
、
売
主
に
引
渡
権
原
並
び
引
渡
後
の
支
配
及
び
優
先
弁
済
的
効
力
を
与
え
る
合
意
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
ず
、
本
来
は
占
有
権
原
の
な
い
先
取
特
権
に
占
有
権
原
を
約
定
す
る
合
意
と
な
る）

11
（

。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
法
定
担
保
物
権
に
関
連

す
る
合
意
は
可
能
な
の
か）

12
（

。
仮
に
、先
取
特
権
に
関
す
る
合
意
と
り
わ
け
私
的
実
行
合
意
を
否
定
し
、単
に
代
物
弁
済
と
解
す
る
と
し
て
も
、

こ
の
代
物
弁
済
は
第
三
者
に
対
し
て
効
力
が
あ
る
と
解
す
る
の
は
適
当
な
の
か
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
判
例
と
実
務
で
は
、
動
産
売
買
先
取
特
権
の
目
的
動
産
を
被
担
保
債
権
額
（
売
買
代
金
額
）
と
同
額
に
評
価
し
て

買
主
が
売
主
に
代
物
弁
済
に
供
す
る
行
為
は
、
当
該
物
件
の
代
物
弁
済
当
時
の
価
額
が
売
買
当
時
に
比
し
て
増
加
し
て
い
な
い
限
り
、
他

の
破
産
債
権
者
を
害
す
る
行
為
に
当
た
ら
な
い
と
し
て
否
認
を
認
め
な
か
っ
た
最
判
昭
和
41
年
４
月
14
日
民
集
20
巻
４
号
611
頁
が
定
着
し

て
い
る）

13
（

。
実
体
法
上
の
効
力
と
し
て
の
精
査
が
必
要
で
あ
る
も
の
の
、最
終
的
な
結
論
と
し
て
は
、物
の
価
値
の
帰
属
が
売
主
に
な
る
点
は
、

法
定
担
保
物
権
と
し
て
の
存
在
か
ら
も
肯
定
さ
れ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
売
主
が
目
的
物
を
引
揚
げ
て
代
物
弁
済
に

充
て
た
場
合
は
、
事
実
上
の
優
先
が
可
能
と
な
ろ
う
。

　

な
お
、
動
産
売
買
先
取
特
権
の
順
位
か
ら
す
る
と
、
売
主
は
質
権
者
に
は
劣
後
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
、
買
主
が
他
の
債
権
者

に
質
権
を
設
定
し
た
と
き
は
目
的
物
は
他
の
債
権
者
が
占
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
代
物
弁
済
の
実
現
は
妨
げ
ら
れ
る
。
代

物
弁
済
の
効
力
を
認
め
た
と
し
て
も
順
位
的
に
は
適
切
な
状
態
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
売
主
に
引
渡
権
原
と
優
先
弁
済
的
効
力
を
与
え
る
合
意
で
あ
る
か
ら
、
質
権
の
引
渡
に
関
し
て
、
質
権
者
が
設
定
者
に
目
的
物

の
占
有
を
許
す
合
意
と
解
す
る
の
が
前
提
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
目
的
物
に
よ
る
弁
済
部
分
は
、
債
務
不
履
行
が
あ
れ
ば
質
権
者
に
質
物

を
引
渡
す
合
意
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
債
務
不
履
行
が
あ
れ
ば
売
主
は
直
ち
に
目
的
物
の
引
渡
を
受
け
る
こ
と
で
、
他
の
債
権
者
に
対

す
る
対
抗
要
件
を
具
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
執
行
は
質
権
と
し
て
の
執
行
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
質
権
と
解
す
る
と
き
は
次
の
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二
点
が
問
題
と
な
る
。

　

第
一
に
、
質
権
設
定
後
に
設
定
者
に
質
物
を
返
還
し
た
状
態
を
ど
う
解
す
る
か
は
、
周
知
の
と
お
り
議
論
が
あ
る
。
仮
に
、
消
滅
説
を

採
る
の
で
あ
れ
ば
質
権
設
定
は
無
効
で
あ
り
、
質
権
設
定
の
予
約
と
考
え
る
こ
と
に
な
る
（
予
約
完
結
権
に
基
づ
き
引
渡
し
て
質
権
が
成

立
す
る
）。
第
二
に
、
流
質
契
約
と
の
関
係
で
あ
る
。
目
的
物
に
よ
る
弁
済
部
分
を
別
個
独
立
の
代
物
弁
済
と
解
し
て
も
、
全
体
と
し
て

は
流
質
契
約
と
考
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
清
算
義
務
が
あ
る
場
合
は
流
質
契
約
の
例
外
と
す
る
こ
と
で
対
処
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

２　

代
金
の
一
部
払
で
移
転
す
る

　

代
金
に
関
す
る
合
意
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
に
な
る
。

①
所
有
権
的
構
成　
　

代
金
全
額
の
支
払
時
に
所
有
権
が
移
転
す
る
合
意
。
移
転
時
期
を
基
準
よ
り
遅
ら
せ
る
合
意
で
あ
り
、
代
金
全
体

を
一
体
と
扱
い
全
体
で
等
価
性
を
維
持
す
る
趣
旨
で
あ
る
。

②
担
保
権
的
構
成　
　

代
金
の
一
部
の
支
払
で
所
有
権
は
移
転
す
る
。
そ
の
上
で
、
こ
こ
ま
で
に
述
べ
た
解
除
条
件
、
先
取
特
権
の
確
認
、

非
占
有
質
権
、
さ
ら
に
代
物
弁
済
を
含
む
私
的
実
行
を
す
る
合
意
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

３　

代
金
の
完
済
で
移
転
す
る

①
所
有
権
的
構
成　
　

基
準
を
確
認
す
る
合
意
で
あ
る
か
ら
、
特
に
意
味
を
持
た
な
い
こ
と
に
な
る
。

③
担
保
権
的
構
成　
　

所
有
権
留
保
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
ま
で
述
べ
た
担
保
権
的
構
成
で
は
、
形
式
的
に
は
基
準
よ
り
も
所
有
権
移

転
を
遅
ら
せ
る
文
言
を
基
準
時
に
合
わ
せ
て
早
く
所
有
権
を
移
転
さ
せ
た
上
で
担
保
権
を
有
す
る
と
の
構
成
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

代
金
の
完
済
を
所
有
権
移
転
の
基
準
時
と
す
る
場
合
は
、
形
式
的
に
は
基
準
時
を
確
認
す
る
文
言
を
基
準
時
よ
り
も
早
く
所
有
権
を
移
転
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さ
せ
た
上
で
担
保
権
を
有
す
る
と
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
ま
で
の
構
成
が
基
準
時
に
合
わ
せ
る
処
理
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
こ

で
は
基
準
時
よ
り
早
め
る
処
理
と
な
る
。
で
は
、
基
準
よ
り
早
め
る
合
意
は
ど
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　

ま
ず
、
担
保
権
的
構
成
を
採
る
と
し
て
も
、
所
有
権
移
転
（
過
程
）
に
は
担
保
的
な
機
能
が
あ
る
こ
と
を
肯
定
す
る
な
ら
ば
、
基
準
時

を
早
め
る
合
意
の
解
釈
は
、
所
有
権
移
転
に
お
け
る
担
保
的
機
能
を
放
棄
す
る
趣
旨
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
代
金
の
完
済
で
所
有
権
が

移
転
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
は
、
民
法
で
動
産
売
買
先
取
特
権
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
代
金
完
済
前
に
所
有
権
を
移
転
さ
せ

る
場
合
に
優
先
弁
済
的
効
力
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
敢
て
移
転
時
期
を
早
め
た
場
合
は
先
取

特
権
の
み
の
享
受
で
構
わ
な
い
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
、
先
取
特
権
の
み
の
享
受
で
構
わ
な
い
と
解
す
る
の
は
、
敢
て
合
意
を
す
る
売
主
の
意
図
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え
る
場
合
は
、
こ

れ
ま
で
に
述
べ
た
構
成
が
妥
当
す
る
と
考
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

４　

段
階
的
に
移
転
す
る

　

担
保
権
的
構
成
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
買
主
に
は
既
に
既
払
分
の
価
値
が
帰
属
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
場
合
は
、
所
有
権
の
分
割
・
分

属
状
態
と
も
捉
え
ら
れ
る
た
め
、
な
し
崩
し
的
所
有
権
移
転
の
立
場
は
適
合
的
で
あ
ろ
う）

14
（

。
そ
し
て
、
こ
の
立
場
か
ら
は
、
所
有
権
の
渾

一
性
や
基
準
が
不
明
確
で
あ
る
と
い
う
批
判
は
、
当
た
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
敷
衍
す
る
と
、
何
に
基
づ
く
、
ど
の
よ
う
な
権
利

を
有
し
て
い
る
の
か
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
根
拠
も
関
心
事
で
は
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
所
有
権
の
諸
機
能
が
段
階
的
に
移
転
す
る
と
捉
え

る
と
、
所
有
権
留
保
部
分
の
合
意
は
、
ま
ず
は
買
主
に
代
金
完
済
ま
で
処
分
権
原
が
帰
属
し
な
い
合
意
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

所
有
権
的
構
成
と
担
保
権
的
構
成
の
違
い
は
、
売
主
と
買
主
の
ど
ち
ら
を
所
有
者
と
呼
ぶ
か
、
の
違
い
に
過
ぎ
な
い
。
で
は
、
担
保
権
的

構
成
の
具
体
的
構
成
は
ど
う
解
す
る
こ
と
に
な
る
か）

15
（

。
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ま
ず
、
先
取
特
権
に
つ
い
て
は
、
こ
の
立
場
か
ら
は
、
法
定
担
保
物
権
で
あ
る
か
ら
売
主
と
い
う
地
位
・
立
場
に
基
づ
い
て
、
契
約
す

れ
ば
直
ち
に
成
立
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
所
有
権
留
保
部
分
の
意
味
を
優
先
弁
済
権
の
確
保
と
解
す
る
場
合
は
、
他
の
場
合
と
同
じ
く
、

先
取
特
権
の
確
認
と
解
す
る
の
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
質
権
に
つ
い
て
は
、
こ
の
立
場
は
権
原
で
考
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
買
主
は
い
つ
か
ら
質
権
設
定
権
原
を
も
つ
の
か
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
所
有
権
の
留
保
を
買
主
へ
の
処
分
権
原
不
帰
属
の
趣
旨
と
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
第
三
者
に
対
す
る
処
分
で
あ
り
、

売
主
と
の
関
係
で
は
、
質
権
設
定
権
原
が
あ
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
同
じ
質
権
設
定
で
も
、
第
三

者
に
対
す
る
質
権
設
定
の
権
原
は
な
い
、
と
い
う
点
と
ど
の
よ
う
に
物
権
的
に
整
合
的
に
解
す
る
か
は
疑
問
が
残
る
。

三　
　

分
析
と
検
討

　

176
条
に
関
し
、
自
由
な
基
準
合
意
を
完
全
な
意
味
で
自
由
と
す
る
、
つ
ま
り
、
基
準
の
変
更
合
意
で
は
な
く
基
準
自
体
を
定
め
る
合
意

と
解
す
る
場
合
、
所
有
権
留
保
の
合
意
は
、
特
約
で
は
な
く
基
準
時
を
定
め
る
合
意
と
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
所
有
権
が

移
転
す
る
た
め
に
は
、
文
言
の
対
偶
で
あ
る
解
除
条
件
と
な
る
。
で
は
、
所
有
権
移
転
時
を
定
め
る
合
意
が
担
保
権
を
設
定
す
る
合
意
も

兼
ね
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
担
保
権
の
可
能
性
と
し
て
は
本
稿
で
述
べ
た
先
取
特
権
と
非
占
有
質
に
よ
る
回
収
方

法
が
あ
り
、
何
れ
も
具
体
的
な
手
法
は
執
行
制
度
又
は
代
物
弁
済
に
よ
る
確
保
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
解
除
の
場
合
は
原
状
回
復
で

あ
り
対
外
的
に
は
所
有
権
の
主
張
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
解
除
と
担
保
権
で
は
目
的
物
の
確
保
の
構
造
が
異
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
解

除
条
件
以
外
に
、
基
準
自
体
を
定
め
る
合
意
の
中
に
担
保
権
に
関
す
る
意
思
を
見
出
す
の
は
困
難
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
も
っ
と
も
先
取

特
権
は
独
自
に
成
立
す
る
）。

　

176
条
に
関
し
、
自
由
な
基
準
合
意
を
特
約
に
よ
る
基
準
の
変
更
合
意
と
解
す
る
場
合
、
売
買
の
合
意
自
体
に
所
有
権
の
移
転
に
関
す
る
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意
思
が
あ
る
た
め
、
所
有
権
留
保
の
合
意
は
担
保
に
関
す
る
特
約
と
な
る
。
買
主
へ
の
処
分
権
原
を
与
え
な
い
趣
旨
、
及
び
、
担
保
権
説

か
ら
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
信
託
的
な
譲
渡
担
保
構
成
を
除
く
と
、
担
保
権
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
解
除
条
件
の
状
態
、

先
取
特
権
の
確
認
、
先
取
特
権
に
占
有
権
原
・
私
的
実
行
・
代
物
弁
済
の
合
意
、
非
占
有
質
権
に
流
質
契
約
（
代
物
弁
済
）、
質
権
の
予

約
が
あ
り
得
る
。
以
上
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
分
か
り
易
さ
、
現
行
法
制
度
と
の
理
論
的
な
整
合
性
、
妥
当
な
効
力
、
の
点
か
ら
比
較
す

る）
16
（

。

　

ま
ず
、
解
除
条
件
に
つ
い
て
は
、
代
金
が
完
済
さ
れ
な
け
れ
ば
目
的
物
が
取
戻
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
意
味
合
い
的
に
は

一
般
的
に
は
分
か
り
易
い
。
ま
た
、
現
行
法
制
度
上
も
理
論
的
に
特
に
問
題
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
妥
当
な
効
力
に
つ
い

て
は
、
例
え
ば
、
買
主
が
債
務
不
履
行
を
し
て
い
な
い
状
態
に
お
い
て
他
の
債
権
者
が
目
的
物
に
対
し
執
行
し
た
場
合
を
想
定
し
、
相
殺

同
様
に
、
他
の
債
権
者
が
執
行
し
た
と
き
に
条
件
が
成
就
す
る
と
の
対
応
で
は
、
契
約
が
解
除
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
解
除
条
件
の
存
在

を
も
っ
て
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、が
問
題
と
な
る
。
そ
し
て
、こ
の
問
題
は
非
占
有
質
権
と
解
す
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
問
題
は
、
同
時
に
存
在
す
る
先
取
特
権
の
効
力
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
解
除
条
件
の
問
題
は
、
担
保

権
の
類
推
的
な
思
考
を
指
向
す
る
担
保
権
論
者
が
、
受
入
れ
ら
れ
る
か
否
か
、
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
先
取
特
権
に
つ
い
て
は
、
法
定
担
保
故
に
一
般
的
な
分
か
り
易
さ
と
妥
当
な
効
力
を
初
め
か
ら
有
し
て
い
る
。
整
合
性
に
つ
い

て
は
、
問
題
と
な
る
代
物
弁
済
に
関
し
て
は
既
に
最
高
裁
も
あ
り
、
他
の
構
成
よ
り
は
検
討
の
障
害
は
少
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
非
占
有
質
権
に
つ
い
て
は
、
担
保
権
の
確
保
（
設
定
）
と
い
う
点
は
一
般
的
に
は
分
か
り
易
い
。
ま
た
、
理
論
的
な
問
題
と

な
る
流
質
契
約
（
代
物
弁
済
）
に
つ
い
て
は
、
清
算
義
務
の
み
で
有
効
視
し
得
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
妥
当
な
効
力
に
つ
い
て
は
、

内
部
的
に
は
質
権
設
定
契
約
で
、
対
外
的
な
主
張
は
解
除
条
件
同
様
に
先
取
特
権
で
補
う
こ
と
で
、
適
当
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
か
ら
、
先
取
特
権
の
確
認
と
代
物
弁
済
の
合
意
が
最
も
問
題
が
少
な
い
。
し
か
し
、
合
意
を
す
る
以
上
は
よ
り
積
極
的
な
物
権
行
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為
と
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
解
除
条
件
又
は
非
占
有
質
権
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
担
保
権
構
成
の
具
体
的
な
内
容

と
し
て
は
、「
先
取
特
権
と
解
除
条
件
」
又
は
「
先
取
特
権
と
非
占
有
質
権
」
が
あ
り
、
そ
れ
に
目
的
物
に
よ
る
弁
済
が
加
わ
っ
た
状
態

で
あ
る
。
中
心
的
な
問
題
は
、
前
者
で
あ
れ
ば
、
相
殺
同
様
に
解
除
権
を
有
す
る
状
態
と
い
う
理
解
を
担
保
権
構
成
の
論
者
が
受
入
れ
ら

れ
る
か
で
あ
り
、
後
者
で
あ
れ
ば
、
目
的
物
に
よ
る
弁
済
に
ま
つ
わ
る
点
と
な
る
。

　

法
定
担
保
物
権
で
あ
る
先
取
特
権
を
前
提
に
特
に
合
意
を
す
る
意
味
は
、
解
除
条
件
で
あ
れ
ば
「
不
履
行
事
実
で
直
ち
に
目
的
物
を
引

揚
げ
て
弁
済
に
充
て
る
」
で
あ
り
、
非
占
有
質
権
で
あ
れ
ば
「
許
さ
れ
る
流
質
契
約
」
と
な
る
。
文
言
が
「
所
有
権
を
留
保
」
で
あ
る
か

ら
対
外
的
な
権
原
確
保
が
目
論
ま
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
具
体
的
に
は
内
部
的
な
取
扱
い
が
合
意
さ
れ
て
い
る
と
解
す
る
の
は
奇

異
に
映
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
売
主
の
対
外
的
な
権
原
は
先
取
特
権
で
確
定
・
規
律
す
る
と
い
う
の
が
日
本
法
の
態
度

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
対
外
的
な
効
力
は
先
取
特
権
で
あ
り
、
所
有
権
留
保
は
内
部
的
な
効
力
（
そ
の
意
味
で
は
弁
済
の
方
法
）
に
関

す
る
合
意
と
解
す
る
の
は
整
合
的
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
176
条
に
関
し
、
物
権
変
動
の
時
期
は
原
則
と
し
て
自
由
に
定
め
ら
れ
る
と
い
う
意
味
は
、
基
準
自
体
を
自
由
に
定
め
る
合
意

な
の
か
、又
は
基
準
を
自
由
に
変
更
す
る
合
意
な
の
か
、と
い
う
視
角
か
ら
、「
代
金
完
済
に
よ
っ
て
所
有
権
が
移
転
す
る
（
所
有
権
留
保
）」

と
の
合
意
を
担
保
権
と
理
解
す
る
場
合
の
あ
り
得
る
具
体
的
な
構
成
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
一
に
、
自
由
な
基
準
合
意
が
文
字
ど

お
り
完
全
な
意
味
で
の
自
由
で
あ
れ
ば
、
所
有
権
留
保
の
合
意
は
基
準
自
体
の
合
意
で
あ
る
か
ら
、
所
有
権
が
移
転
す
る
た
め
に
は
解
除

条
件
と
解
す
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
担
保
権
に
関
す
る
合
意
は
両
立
し
得
な
い
と
分
析
し
た
。
第
二
に
、
基
準
を
変
更
す
る
自
由
で
あ

れ
ば
、
売
買
契
約
に
向
け
ら
れ
た
意
思
で
所
有
権
は
移
転
し
特
約
と
し
て
の
所
有
権
留
保
は
単
な
る
先
取
特
権
の
確
認
と
代
物
弁
済
の
合
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意
と
解
す
る
の
が
不
十
分
で
あ
れ
ば
、
先
取
特
権
と
解
除
条
件
又
は
先
取
特
権
と
質
権
設
定
後
に
質
物
を
設
定
者
に
返
還
し
た
状
態
（
非

占
有
質
権
）
が
あ
り
得
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
検
討
す
べ
き
点
を
指
摘
し
た
。

　

本
稿
の
検
討
結
果
が
法
的
な
判
断
と
し
て
可
能
で
あ
る
と
す
る
と
、
実
務
で
会
計
上
行
わ
れ
て
い
る
例
え
ば
月
末
締
翌
月
10
日
払
の
所

有
権
移
転
は
、
全
く
担
保
と
し
て
の
所
有
権
留
保
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
は
買
主
が
代
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
売

主
は
所
有
権
に
基
づ
き
売
却
物
を
引
揚
げ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
担
保
権
的
な
構
成
を
徹
底
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
所
有

権
移
転
に
は
担
保
的
な
機
能
が
な
い
、
と
い
う
効
果
ま
で
導
く
必
要
が
あ
る
（
同
時
履
行
の
み
が
担
保
的
機
能
）。
果
し
て
こ
れ
は
可
能

だ
ろ
か
、
ま
た
可
能
と
し
て
実
務
や
国
民
か
ら
受
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　

売
買
と
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
リ
ー
ス
の
類
似
性
は
経
済
的
に
は
肯
定
で
き
て
も
、
法
的
に
同
じ
扱
い
が
妥
当
な
の
か
。
こ
の
点
で
明
確
な
解

答
が
示
さ
れ
な
い
と
、
所
有
権
が
移
転
し
た
上
で
の
担
保
権
と
い
う
規
範
的
な
処
理
は
、
受
入
れ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
譲
渡
担
保
を
念
頭

に
創
設
さ
れ
た
登
記
制
度
は
効
力
の
範
囲
を
画
定
す
る
た
め
と
は
い
え
、
譲
渡
の
登
記
で
あ
る
。
適
宜
、
妥
当
な
効
力
を
与
え
れ
ば
良
い
、

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
解
除
条
件
を
担
保
権
的
に
理
解
す
る
か
又
は
所
有
権
的
構
成
の
方
が
現
行
法
体
系
と
整
合
し
、
ま
た
、
実
務
や
国

民
に
と
っ
て
も
理
解
し
易
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
１
） 　

例
え
ば
、近
時
の
教
科
書
で
あ
る
松
岡
久
和
『
物
権
法
』（
成
文
堂
、２
０
１
７
年
）
89
頁
。
な
お
、最
判
昭
35
年
６
月
22
日
民
集
14
巻
８
号
１
５
２
８
頁
は
、

不
特
定
物
の
売
買
に
お
い
て
は
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
目
的
物
が
特
定
し
た
時
に
買
主
に
所
有
権
が
移
転
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
（
所
有

権
留
保
は
合
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
）。
単
純
に
目
的
物
を
買
主
に
引
渡
し
た
事
例
で
あ
れ
ば
、
売
主
は
代
金
債
権
の
み
を
持
つ
、
と
い
う
合
意
解
釈
で
構
わ

な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
35
年
判
決
の
事
案
で
は
、
こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
取
引
で
は
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
高
裁
は
一
般
論

か
ら
結
論
を
出
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
契
約
解
釈
と
い
う
手
法
は
適
切
で
あ
る
が
、
解
釈
内
容
に
問
題
が
あ
り
、
な
お
所
有
権
は
移
転
し
な
い
と
解
さ
れ
る

事
案
で
あ
っ
た
。
35
年
判
決
と
所
有
権
移
転
時
期
に
関
す
る
学
説
の
関
係
は
、
原
島
重
義
「
不
特
定
物
の
売
買
に
お
け
る
目
的
物
の
所
有
権
移
転
時
期
」
法
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政
研
究
28
巻
３
号
81
頁
が
子
細
に
検
討
し
て
い
る
。

（
２
） 　

文
言
と
し
て
の
「
所
有
権
留
保
」
は
、目
的
物
の
範
囲
を
画
定
す
る
合
意
、売
主
が
「
税
金
」
あ
る
い
は
「
物
の
滅
失
に
つ
い
て
の
危
険
」
を
負
担
す
る
等
、

個
別
具
体
的
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
で
、「
債
務
不
履
行
が
あ
れ
ば
目
的
物
を
返
還
し
、
代
金
の
返
済
に
充
て
る
（
目
的
物
に
よ
る
弁
済
）」

と
い
う
合
意
内
容
が
加
わ
っ
た
場
合
だ
け
が
、
担
保
と
し
て
の
所
有
権
留
保
と
な
る
。

（
３
） 　

多
く
の
教
科
書
等
で
は
担
保
権
的
構
成
が
通
説
的
な
理
解
の
よ
う
に
説
明
す
る
が
、
不
動
産
の
譲
渡
担
保
に
つ
い
て
利
益
考
慮
か
ら
批
判
的
に
検
討
さ
れ

た
時
期
の
論
者
が
、
独
自
の
検
討
を
行
う
こ
と
な
く
所
有
権
留
保
も
同
様
に
解
す
れ
ば
よ
い
、
と
し
た
ま
ま
の
記
述
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
点
は
看
過
で
き

な
い
。
同
じ
効
力
と
の
結
論
に
な
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
造
か
ら
導
か
れ
た
結
果
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
譲
渡
担
保
は
設
定
者

か
ら
担
保
権
者
に
所
有
権
が
移
転
す
る
、
又
は
、
移
転
し
な
い
と
し
て
構
成
を
分
類
す
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
。
し
か
し
、
所
有
権
留
保
は
逆
の
表
現
と
な

り
紛
ら
わ
し
い
の
で
、
本
稿
で
は
、
通
例
の
表
現
で
あ
る
担
保
権
的
構
成
と
所
有
権
的
構
成
の
語
を
用
い
る
。

（
４
） 　

所
有
権
留
保
の
学
説
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、管
見
の
限
り
、理
論
的
な
指
摘
と
し
て
次
の
二
つ
が
あ
る
。
鈴
木
禄
弥
『
物
的
担
保
制
度
の
分
化
』

創
文
社
（
１
９
９
２
年
）
749
頁
（
初
出
、
判
タ
481
号
１
９
８
３
年
）
は
、
動
産
売
買
先
取
特
権
に
基
づ
く
物
上
代
位
に
つ
い
て
、
転
売
債
権
へ
の
物
上
代
位

に
よ
り
転
売
代
金
債
権
が
有
す
る
動
産
売
買
先
取
特
権
も
随
伴
性
で
把
握
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
所
有
権
留
保
が
合
意
さ
れ
た
場
合
に
目
的
物
が
第
三
者

に
即
時
取
得
さ
れ
た
と
き
（
物
権
的
に
は
効
力
を
失
っ
た
と
き
）
は
、
売
主
の
所
有
物
と
さ
れ
て
い
た
が
故
に
顕
在
化
し
得
な
か
っ
た
動
産
売
買
先
取
特
権

が
売
主
の
た
め
に
顕
在
化
す
る
と
論
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
先
取
特
権
は
、
所
有
権
留
保
特
約
が
働
き
得
な
い
側
面
に
お
い
て
補
充
す
る
た
め
、
一
種
の
法

定
所
有
権
留
保
と
し
て
機
能
す
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
河
野
玄
逸
「
動
産
売
買
先
取
特
権
の
射
程
距
離
（
上
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
294
号
は
、
所
有
権
留
保
に
物
権
変
動

は
な
く
、
法
的
に
は
賃
貸
物
件
、
寄
託
物
件
の
所
有
者
の
返
還
要
求
と
何
ら
異
な
ら
な
い
と
指
摘
し
た
上
で
（
９
頁
）、
未
払
代
金
担
保
の
た
め
の
目
的
物
の

交
換
価
値
部
分
だ
け
は
売
主
側
に
黙
示
に
留
保
さ
れ
て
い
る
と
み
て
公
平
上
の
見
地
か
ら
こ
れ
が
法
定
担
保
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
も
の
が
先
取
特
権
で
あ

る
と
考
え
れ
ば
、
動
産
売
買
先
取
特
権
の
物
権
性
を
素
直
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
す
る
（
10
頁
）。
な
お
、
竹
下
守
夫
「
所
有
権
留
保
と
破
産
・

会
社
更
生
（
下
）」
曹
時
25
巻
３
号
414
頁
は
、
先
取
特
権
の
行
使
を
認
め
る
必
要
と
実
益
を
指
摘
す
る
。

（
５
） 　

Ｚ
Ｇ
Ｂ
は
オ
イ
ゲ
ン
・
フ
ー
バ
ー
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
、
１
９
０
７
年
12
月
10
日
に
成
立
し
、
１
９
１
２
年
に
施
行
さ
れ
た
。
最
も
影
響
が
大
き
か
っ
た

の
は
、
東
ス
イ
ス
で
も
使
わ
れ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
州
の
民
法
（
ヨ
ハ
ン
・
カ
ス
パ
ー
・
ブ
ラ
ン
ト
シ
ュ
リ
が
起
草
）
だ
が
、
西
ス
イ
ス
の
い
わ
ゆ
る
ナ
ポ
レ

オ
ン
法
典
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
の
特
徴
も
有
し
て
い
る
。

　

な
お
、
１
８
８
１
年
６
月
か
ら
債
務
法
（O

bligationenrecht;O
R

）
が
Ｚ
Ｇ
Ｂ
か
ら
独
立
し
て
立
法
さ
れ
た
（
Ｏ
Ｒ
530
条
以
下
は
会
社
法
も
含
む
）。
ま
た
、
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分
割
払
に
つ
い
て
は
Ｏ
Ｒ
226
ａ
条
以
下
が
定
め
て
い
た
が
、
２
０
０
３
年
１
月
１
日
よ
り
消
費
者
信
用
法
（K

onsum
kreditgesetz;K

K
G

）
に
規
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

（
６
） 　

ス
イ
ス
で
は
、
債
務
名
義
が
な
く
て
も
取
立
手
続
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
つ
ま
り
債
権
者
以
外
も
取
立
て
を
申
請
で
き
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
債

務
名
義
の
有
無
は
そ
の
後
の
裁
判
手
続
で
確
認
さ
れ
、
債
務
者
が
反
証
で
き
な
け
れ
ば
取
立
手
続
に
入
る
。
実
際
の
取
立
て
業
務
は
各
州
・
地
域
の
債
権
回

収
事
務
所
が
行
う
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

（
７
） 　B

G
E 42

Ⅲ173 (175f.)

．
な
お
、
設
権
的
効
果
（konstitutive W

irkung

）
の
対
に
な
る
の
は
宣
言
的
効
果
（deklaratorische W

irkung

）
で
あ
る
。

（
８
） 　Verordnung betreffend die Eintragung der Eigentum

svorbehalte vom
 19. D

ezem
ber 1910, A

rt. 3.

（
９
） 　

以
上
は
、H

ans K
uhn, Schw

eizerisches K
reditsicherungsrecht, Stäm

pfli, 2011, 318ff.

（
10
） 　

売
主
に
所
有
権
が
帰
属
す
る
な
ら
ば
売
主
の
所
有
物
を
買
主
の
債
務
の
弁
済
に
充
て
る
合
意
と
な
る
。
し
か
し
、
売
主
に
物
上
保
証
人
に
な
る
意
思
が
無

い
こ
と
か
ら
す
る
と
、追
完
理
論
に
よ
っ
て
整
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
『
所
有
権
留
保
の
法
理
』（
信
山
社
、２
０
１
２
年
）

272
．
296
頁
で
論
じ
て
い
る
。

（
11
） 　

林
良
平
『
注
釈
民
法
（
８
）
物
権
（
３
）』（
有
斐
閣
、
１
９
６
５
年
）
95
頁
は
、
先
取
特
権
の
沿
革
か
ら
は
執
行
官
が
占
有
を
得
ら
れ
な
い
場
合
は
執
行

で
き
な
い
と
の
見
解
を
挙
げ
て
い
る
。

（
12
） 　

と
り
わ
け
、
放
棄
に
つ
い
て
は
、
一
端
は
成
立
し
た
権
利
で
あ
る
点
か
ら
放
棄
は
可
能
と
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
法
定
担
保
物
権
で
あ
れ
ば
消

滅
し
た
瞬
間
に
再
発
生
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
る
と
、
不
発
生
と
す
る
合
意
も
含
め
て
放
棄
で
は
な
く
不
行
使
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
13
） 　

最
判
昭
53
年
５
月
25
日
金
融
法
務
事
情
867
号
46
頁
も
「
動
産
の
売
主
が
買
主
か
ら
動
産
売
買
の
先
取
特
権
の
目
的
物
で
あ
る
右
動
産
を
売
買
代
金
債
権
の

代
物
弁
済
と
し
て
譲
り
受
け
て
も
、
そ
の
弁
済
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
は
，
右
代
物
弁
済
は
他
の
債
権
者
を
害
す
る
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
つ
て
、
破
産

法
七
二
条
一
号
所
定
の
否
認
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
。

（
14
） 　

担
保
権
的
構
成
に
お
い
て
、
な
し
崩
し
的
所
有
権
移
転
と
の
関
係
を
明
確
に
述
べ
る
も
の
は
な
い
。
な
お
、
買
主
に
は
確
か
に
既
払
分
の
価
値
は
帰
属
す

る
が
、
そ
れ
は
完
済
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
お
り
、
不
履
行
に
な
っ
た
と
き
は
、
既
払
分
の
価
値
の
保
有
は
正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
価
値
の
保

有
は
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
あ
く
ま
で
も
物
を
通
し
て
の
み
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
15
） 　

目
的
物
の
処
分
禁
止
に
つ
い
て
は
、
同
時
に
別
に
合
意
さ
れ
る
が
、
こ
れ
と
は
別
次
元
の
問
題
で
あ
る
。

（
16
） 　

買
主
が
目
的
物
を
処
分
し
た
場
合
に
第
三
者
が
保
護
さ
れ
る
点
は
共
通
し
て
い
る
た
め
省
略
す
る
。
な
お
、
ド
イ
ツ
で
は
、
考
え
ら
れ
る
複
数
の
構
成
に
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間
に
つ
き
、
同
様
に
幾
つ
か
指
標
か
ら
優
劣
の
比
較
が
試
み
ら
れ
て
い
る
（
子
細
は
拙
稿
『
所
有
権
留
保
の
法
理
』
108
頁
）。

付
記　
　

鳥
谷
部
茂
先
生
に
は
、
筆
者
は
学
部
生
時
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
今
日
に
至
る
ま
で
、
研
究
活
動
は
も
と
よ
り
、
学
会

活
動
、
学
内
業
務
、
非
常
勤
講
師
、
県
等
の
各
種
委
員
活
動
と
、
八
面
六
臂
の
活
躍
を
目
の
当
り
に
し
、
た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
ま

す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。


